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うらにも、あるよ！
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け
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　　うらへ

み
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た
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体をかく
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うんちを

する

水に入る
みず　　はい

水をのむ
みず

２０　　 年　　　月　　　日

　　時　　分 ～　　時　　分

ねん　　　　　　がつ　　　　　　にち

じ　　　　 ふん　　　　　　　 じ　　　　 ふん

にちじ

かんさつした日時 天気
てんき

どうぶつ

※ 動物に エサをやったり おどろかしたりしないでね！

見られたしぐさに 　 をしよう！
み

しぐさは、季節や天気、時間によって変わります。

そのとき、見られたことだけ、しっかりチェックしましょう。

きせつ　　　てんき　　　じかん か

み

なか ょ



じっくり見よう！
み

なんでも「メモ」 ほかに気づいたこと、ぎもんに思ったことなど、なんでも書いておこう
き おも か

どんなサルが、どんなサルにした？

どこの毛を？
け

毛づくろいをする
け

毛についたシラミやフケな

どをとって体をきれいにす

るしぐさです。自分で自分

の体をやることもあります。

け

からだ

じぶん　　　 じぶん

からだ

食べる
た

何を？

手をつかって？　口でちょくせつ？
て くち

こ

子ザルは、よくあそびます。

きょうは、どんなあそびをしていた？

あそぶ だきつく どんなサルが、どんなサルに？

前から？　後ろから？
まえ うし

ほおに、食べものをためておく

「ほおぶくろ」があり、そこに

入れたものを、あとでゆっくり

食べることがあります。

た

い

た

なに



食べる
た

たくさん食べ物があるときは、ほおぶくろにと

りあえず入れておき、後でゆっくり食べます。

た　　　もの

あと た

たいていは手で

もって食べます

が、コムギなど

の小さな食べも

のは口でちょく

せつ食べること

もあります。

て

た

た

た

ちい

くち

い
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ニホンザル（霊長目オナガザル科）

おとなのオス、メス、子どもからなる群れをつくり、林の中を移動しながら、木の葉や実、樹皮、草、こ

ん虫などを食べてくらしています。

れいちょうもく か

こ　　 はやし　　なか いどうむ　　 じゅひ　 　くさき　　　　　　は　　　み

た　　ちゅう　

うんちをする

場所は、きまっていませ

ん。おしりを少しだけつ

き出すようにして、うん

ちが体につかないように

しています。

すこ

だ

からだ

ばしょ

歩く
ある

４本の足で歩き

ます。左右逆の

手足をふみ出し

ます。丸太の上

も、地面を歩く

ときと同じよう

に歩きます。

まるた

ほん　　あし　　ある

さゆう ぎゃく

て あし だ

うえ

じめん ある

おな

ある

ぶらさがる

手と足をつかえ

ば、ぶら下がっ

たまま歩くこと

もできます。足

だけでぶら下がり、自由になった手であそぶこ

ともあります。

あし

じゆう

て　　　あし

て

ある

サルたちは、せまい部屋にはいるのがきら

いです。いつでも四方八方へ逃げられる場

所で休みます。日中はケンカをすることも

に

やすしょ

きょうりょく

だんご

ふゆ
よる

サルたちの夜
ありますが、冬の寒い夜は小さな子ど

もをはさむようにくっつき合ってすわ

り、こごえないように協力して寒さを

しのぎます。そのようすは「サル団子」

とよばれます。

しほうはっぽう

さむ よる

さむへや

ちい こ

ば

ねる

夜は、仲のよいサルたちが集まり、すわった

かっこうで寝ます。

あつよる　　　　 なか

にっちゅう

日中は横たわっ

たりすわったり、

うつぶせになっ

たりして、寝て

います。

だきつく

寒いときや不安な

とき、ほかのサル

にだきつきます。

前からだきつくこ

とも後ろからだき

つくことも、あり

ます。

さむ

まえ

ふあん

うし

にっちゅう

あ

よこ

ね

ね

さ

さ



ゆびさき　　　きよう

たまご

指先で器用に毛をか

きわけ、シラミやそ

の卵、ふけ、ごみな

どをとり、皮ふをき

れいにします。

自分ですることもありますが、家ぞくや仲のよいサル同

士で親しみをあらわすときに、よくやります。

け

じぶん

ひ

か

し　　　した

毛づくろい
け

子ども同士のときは、あそびのことが多く、その後レス

リングなどにはってんすることもあります。おとな同士

のときは、トラブルなどがもとで、自分より強いサルに

おいかけられているときです。

こ　　　　　　どうし

じぶん　　　 　つよ

おお あと

おいかける

声を出す
こえ　　 だ

こえ

強いサルはゴッゴッとひくい声でいば

ります。こわいときには、口を大きく

あけて歯を見せながら、ギャーギャー

とさけびます。仲間同士クゥーとやさ

しい声をかけ合うこともあります。
こえ

くち

つよ

は み

おお

あ

しっぽを

立てる
た

ふだんはたお

していますが、

こわいときや

こうふんしたときには、しっぽを立て

ます。秋の交尾の季節になると、強い

オスはしっぽをよく立てています。

あき こうび　　　 きせつ つよ

た

た

体をかく
からだ

頭やかたは後

ろ足で、せな

かやおしりは

手でかきます。

あたま

て

うし

あし

あそぶ

おいかけっこやレス

リングなど、子ども

同士であそぶほか、

ぶら下がったり何か

をかじったりして、

一頭であそぶこともあります。夏はよく水の中であそび

ます。子ザルは1日中よくあそびますが、おとなのサル

は、あまりあそびません。

なつ

こ

みず　　なか

にちじゅう

なに

こ

なんかいも かんさつしよう！

ニホンザルの動きは、見る時間によって、かわります。また「水にはいる」「しっぽを立てる」

など、よくやるかどうかが、きせつによってかわるしぐさもあります。いろいろなきせつ、いろ

いろな時間に、なん回も、かんさつしてみましょう。

みず　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 たうご　　　　　　　 み　　　じかん

かいじかん

｢しぐさシート｣を、いろいろな時間、いろいろな天気、いろいろな季節に、なんかいもやっ

てみましょう。たくさんの記録をながめると、サルの１日の変化、天気によるちがい、春・

夏・秋・冬のくらしの変化がわかります。子育てやサル同士のつき合いも、見えてきます。

じかん てんき きせつ

きろく にち　　 へんか てんき

なんかいも かんさつしよう！
自由研究のすすめ
じゆう　けんきゅう

あ　　　　　　 　み

うし

はる

へんか こそだ　　　　　　　　　どうしなつ　　あき　　ふゆ

なか どう

どうし

どうし

なかま　どうし

いっとう
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